
「お友達たくさんつくろう！」
　４月に小学校入学を控えた市内の園児が交流する「第３３
回もうすぐ一年生がんばろう大会」が２月７日、市民総合
体育館で４年ぶりに開催されました。
　参加した年長児約110人は、歌やかけっこ、しっぽ取り
ゲームなどを楽しみ、園の垣根を越えて交流を深めました。
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今月の表紙

　市内の小学校５年生を対象としたキャリア教育ワー
クショップが、市民総合体育館にて行われました。この
ワークショップは市内にさまざまな仕事があることに気
付き、働いている人の思いや働くことへの関心を高め
ようと毎年行われており、今回は農業や銀行、美容師
など10の企業がブースを構えました。児童たちはグルー
プごとにブースを回って仕事内容の説明を聞き、質疑
応答をするなどして真剣なまなざしで学んでいました。

　　市内企業や働くことに関心を高める12　７

　　社会問題に対する解決策などを発表１　1３

　市内の児童・生徒が社会問題に対する意見や将来の
夢などを発表する「第42回串間市青少年の声を聞く会」
が、市文化会館で行われました。小中高生16人が発表。
優秀賞には、中学・高校生の部で串間中学校２年生の
髙橋くららさん、小学生の部で福島小学校６年生の結
城紳乃介さんが選ばれました。髙橋さんは戦争をテー
マに「ご飯を食べたり友達と過ごせることに感謝しない
といけない。身の回りの小さな戦争、けんかや誹謗中
傷などをなくせるように自分から行動していきたい」と
述べました。結城さんは貧困をテーマに「市民秋まつり
や学校での募金活動など、身近にできることから行動
していき支援の輪を広げていきたい」と提案しました。

　串間警察署は、１月10日（110番の日）にちなんだ
110番の通報訓練を福島高校レスリング場で行いまし
た。ジュニアレスリングチーム「くしまグリーンホース」
に所属する園児から中学生までの約20人が参加。初め
に同警察署署員から110番をするべき場合や昨年の市
内の通報件数などをクイズ形式で紹介。その後、道の
駅くしまでひったくりを発見したという想定で、参加

者が実際に県警本部通
信指令課へ通報し、犯
人の服装や容姿などの
特徴を伝えて正しい通
報の仕方を学びました。

　若者が政治や選挙に対して日頃考えていることなど
を発表する「第1８回わけもんの主張」南那珂支会予選会
が、串間市議会議場で行われました。日南、串間市の
高校生や社会人８人が参加。最優秀賞には日南高校２
年生の吉岡陽

ひ
向
なた

さんが選ばれました。吉岡さんは「投票
体制の改善よりも、選挙への概念を変えさせることが
重要」と話し、「選挙は義務だから、呼びかけられている
から行くのではなく、私たち一人一人の生活や社会を
よりよくするためのものとして自分ごとのように考え
てほしい。そのために、当たり前の行動として投票を
行う『能動的な意識の転換』が効果的だ」と訴えました。

　　若者が政治や選挙への意見を発表１　1６

　本市の特産品の１つであるキンカンについて学んで
もらおうと、「完熟きんかんたまたま」の生みの親であ
る古屋修市さんのハウスでキンカン収穫体験が行われ
ました。北方小学校（１・５年生）と秋山小学校の全校
児童が体験をし、児童らは大きく実ったキンカンを慎
重に選び、はさみを使って丁寧に収穫を楽しみました。
15日には福島小学校５年生も同体験を行いました。

　　児童らが自分の手で本市の特産品を収穫１　12
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くしまトピックス

　今回のワークショップで知らな
いことをたくさん知れたので将来
の夢の候補にしていきたいです。

都井小学校 永野 紗
さ

彩
や

さん

　とても実が大きかった。
持って帰っておいしく食べ
たいです。

北方小学校 瓜
うり

倉
くら

 天
あま

寧
ね

さん

　　串間のカルタで熱戦を繰り広げる１　５　　１１０番の正しい仕方学ぶ１　９

　串間の食や文化などを上の句と下の句に分けてカル
タにした50首を、市内の各小中学校の代表が一堂に集
まり真剣な札取りを繰り広げる「くしま学カルタ大会」
が串間中学校体育館にて行われました。大会はトーナ
メント形式で行われ、参加者は上の句が読まれると下
の句の札に勢いよく手を伸ばす熱戦が各座で繰り広げ
られました。決勝戦を勝ち抜いたのは同中学校１年生
の松本彩

あや
奈
な

さん。２度目の優勝を果たした松本さんは
「緊張して勝てるか不安だった。練習してきたことを
発揮できたので良かった」と話していました。
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